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研究成果の概要（和文）：東北地方の多雪地において、大型獣の分布回復が近年顕著である。本研究では、これ
ら獣種の採食に伴う攪乱に注目し、①攪乱頻度に及ぼす環境条件の特定、②攪乱が多種共存にもたらす影響の評
価、③過度な攪乱に対する管理コストの算定、に取り組んだ。その結果、①サルの採食が植物個体レベルに及ぼ
す影響は限定的である一方、群集レベルでは好適な餌食物を増加させる機能を持つこと、②イノシシの掘り起し
はブナ林の下層植生に対して負の影響をもたらす一方で、高齢人工林には正の影響をもたらすこと、③シカの採
食圧の影響は広域的に徐々に累積し、その攪乱の管理コストは今後急速に高まること、などが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Recovery of large mammal populations has recently been observed in heavy 
snow regions. Here we focused on disturbances caused by their feeding and tried to (1) identify 
environmental conditions that determine the frequency of disturbances, (2) evaluate the influence of
 disturbances on plant diversity, and (3) estimate risk mitigation cost for excessive disturbances 
which result in biodiversity loss. The current key findings are: (1) whereas macaque feeding during 
winters rarely results in decreasing fitness of individual plants, they have a function to increase 
biomass of macaque food plants; (2) rooting activities of boar generate a negative impact on 
understory of beech forests, but contributes to enhancing plant assemblages in old conifer 
plantations; and (3) the destructive impacts of deer foraging during winters on plant assemblages 
gradually come to the surface and the risk mitigation cost to prevent such undesirable impact is 
estimated to increase with shrinking society.

研究分野： 野生動物管理
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
東北地方で近年顕著に分布回復がみられるサルやイノシシは里山を代表する大型の哺乳類であるが、昨今の農林
業被害の深刻化を受けて、「害獣」として広く認識されている。その結果、大規模な捕獲が各地で行われるよう
になった。一方で、本研究を通して、サルは植物群集を改変する生態系エンジニアになりうること、イノシシの
掘り起こしは管理放棄により高齢化したスギ人工林地の多種共存を回復させるプラスの効果をもたらしうること
などが明らかにされた。これらの結果は、自律的な生態系を取り戻す「再野生化」の試みにおける、大型獣のも
つ生態学的機能の理解に貢献するものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

① 害獣ともよばれる哺乳類の分布回復と捕獲事業：シカ・イノシシ・サルは里山を代
表する大型の哺乳類であるが、昨今の農林業被害の深刻化を受けて、「害獣」として
広く認識されるようになった。その結果、政府はこれら 3 種の個体数（サルは加害
群数）の半減目標を打ち出した（シカ・イノシシは 2013 年、サルは 2014 年に公
表）。乱獲や森林破壊によって、近代までに各所で地域絶滅した東北地方において
も、これら 3 種の分布回復が近年顕在化している一方で、こうした政府方針を受け
て、分布回復を制限するための大規模な捕獲事業が開始されはじめた。 

② 里山の過少利用：捕獲事業の現場となる里山では、自然資源の過少利用（人為攪乱
の低下）が、生物多様性保全の危機として指摘されて久しい。この主な駆動因は人
口減少であり、全国規模で縮小社会を迎えた日本において、この傾向は不可逆的で
ある。 

 
 
日本同様に、人口減少が顕在化する欧州において、人の干渉を低減/排除した生態系機能の回

復を目指す ecological rewilding（再野生化）が注目されはじめている。「②」で示したような、
生物多様性保全のための管理者としての「人」の不在化がより差し迫った課題となっている日本
において、再野生化の可能性を探索する研究が求められている。再野生化に際して、資源利用を
通した「攪乱」により、生態系プロセスを改変可能な大型哺乳類（すなわち、生態系エンジニア）
は鍵となる。しかし、哺乳類由来の「攪乱」が、生態系プロセスにもたらす影響を定量評価した
研究例は少ない。たとえば、多数の報告例がある「シカの採食が森林更新にもたらす影響」につ
いても、世界有数の「多雪」という環境条件をもつ東北地方においては不明である。「①」の現
況をふまえると、害獣ともよばれる哺乳類の持ちうる生態学的な機能やサービスの再評価は喫
緊の課題となる。 

 
 
 
 

図．多雪地における哺乳類各種の攪乱 
左：シカの採食痕 
中：イノシシの掘り起し 
右：サルの採食痕 

 
２．研究の目的 
 

目的：「害獣」として排除対象となりやすいシカ・イノシシ・サルがもたらす攪乱が、多
雪地生態系における「多種共存」にもたらす影響を評価し、里山において従来みられた
生物多様性に資する「人為攪乱」との代替可能性（＝再野生化の可能性）を検討する 

 
増加する世界人口の一方で、東アジアや欧州では人口減少が予想され、人為攪乱によって維持

される多種共存プロセスの保全が課題となっている。そこで、人口減少国の先頭に立つ日本にお
いて、害獣として排除されやすい哺乳類がもたらす攪乱に注目し、「人為攪乱依存の多種共存プ
ロセス」との代替可能性を評価する。ただし、哺乳類由来の攪乱が過度な場合、そのプロセスは
負の影響を受ける。本研究により特定された過度な攪乱については、縮小社会において攪乱を軽
減するための管理コストを評価し、実装可能な対応策を提案することを目的とする。 

 

図．本研究の目的に繋がる背景 



３．研究の方法 
 
本研究は、以下に示す３課題から構成され、「対象種の生態学的機能を評価した先行研究が乏

しいこと」、「対象種の近年の分布回復に伴って、保護管理政策の見直しが喫緊の課題になってい
ること」を考慮して、東北地方の多雪帯を評価対象とした。 
 
①課題１：シカ・イノシシ・サルの採食行動がもたらす「攪乱」の特定 
 シカの樹皮食：樹皮食は被食植物の生残に影響しやすい。また、積雪はシカの行動制限要因

となるため、樹皮食は特定環境（雪上に形成されたシカ道沿い）に集中発生しやすい可能性
も示唆されている。そこで、シカ個体数が近年急増した多雪地（奥会津）にて、採食場の環
境条件、被食植物種の記録と採食頻度を評価した。 

 イノシシの掘り起こし：本種は植物の地下茎を主食の一つとするため、土壌を掘り起こす。
この攪乱は、現存植生を直接破壊するだけでなく、埋土種子の発芽・更新を促す天地返しと
なる可能性がある。そこで、近年、イノシシの分布回復が顕著な朝日山系を対象に、掘り起
こしが発生する環境条件と頻度を測定した。 

 サルの樹皮食：葉食が被食植物にもたらす影響は限定的である一方、樹皮食はその植物の
適応度を下げる例も知られている。そこで、東北地方の多雪帯に残存する最大の個体群が
分布する白神山地を対象に、被食植物種の記録と採食頻度評価を実施した。 

 
②課題２：発生した「攪乱」が多種共存にもたらす影響の評価と予測 
 シカ・サルの採食：課題 1 で確認された被採食樹木の生残率を評価するために、被採食植

物の位置情報を記録し、マーキングした。これら樹木の生育状況を毎年モニタリングする
と同時に、異なる採食圧がかけられた林分の毎木調査を実施することで、採食が個体およ
び群集にもたらす影響を評価した。 

 イノシシの掘り起し：朝日山系に位置するブナ林、若齢スギ人工林、高齢スギ人工林おい
て、イノシシの掘り起こしを人工的に再現し、植生遷移をモニタリングした。 

 
③課題３：多種共存に「負の影響」をもたらしうる過度な攪乱の管理コストの算定 
 多種共存への負の影響が予想される攪乱が検知された場合、その影響を受けやすい攪乱脆

弱地を課題 1・2の結果をもとに空間統計処理により抽出した。また、攪乱脆弱地において、
攪乱低減措置（対象種の捕獲）を採用した場合のコストを、存続可能集落の配置や、当該地
へのアクセスに要するコスト、及びそれらの将来予測から推定した 

 
４．研究成果 
 
①課題１ 
 シカの樹皮食：谷地形で、河川沿い・沢沿いに比較的平坦な森林が形成される景観におい

て、シカの越冬場が頻繁に確認され、その周辺において採食圧が高まりやすい傾向が明ら
かになった。積雪量の多い年は、より標高の低い谷地に集まりやすいことも明らかになっ
た。ただし、毎年繰り返し利用される林分は必ずしも多くないことも示唆された。 

 イノシシの掘り起し：掘り起こしが頻繁に確認される場所には季節変化が顕著に確認され
た。春季・冬季は、低標高でかつ集落からの地理的距離が離れた場所が選択されやすかっ
た。一方で、夏季と秋季は、より集落に近い範囲まで掘り返しが確認された。掘り返しの発
生頻度に対して、森林景観の影響はみられなかった。一方で、その発生数は冬季と春季に多
く、秋季に減少しやすいことも明らかになった。 

 サルの樹皮食：サルにとって好まれる樹種の地理的な分布は、サルの採食場の形成に影響
していなかった。一方で、積雪の影響を回避しやすい森林景観（特に若齢の常緑針葉樹）に
おいて、より高い採食圧がかかりやすいことが明らかになった。 

 
②課題２ 
 シカの採食圧：課題１で明らかになったように、越冬場（＝採食場）となる林分は大きく年

変動した。また、60 を超える多くの樹種を餌食物として使用し、その採食選択性も積雪条
件により変化しやすいことが明らかになった。こうした年変動が大きく、広食性が示され
た多雪地のシカの冬季採食圧が植生改変に及ぼす破壊的な影響は、広域的に、徐々に累積
していく可能性が示唆された。 

 サルの採食圧：サルの樹皮や冬芽食が、被採食樹木の枯死をもたらすケースは少なく（20％
以下）、タラノキなどのパイオニア種に限定された。一方で、樹皮・冬芽食は個体成長にプ
ラスの影響をもたらす補償成長が確認されるケースもあった。サルの採食がもたらす群集
レベルの影響として、植物群集の多様性やバイオマスの低下はもたらさないものの、サル
が好む樹種が増加する傾向があることが明らかになった。 

 イノシシの掘り起し：掘り起こし後、木本/草本植物の個体数（ラメット数）の 3年間に及
ぶ回復プロセスには森林タイプによって大きな差がみられた。具体的には、ブナ林では掘
り起しにより個体数は大きく減少したまま回復が見られなかった一方で、若齢スギ林では



一時的に急増後に急減、高齢スギ人工林では徐々に増加するプラスの効果がみられた。 
 
③課題３ 
 課題１と 2 を通して、多雪地において、攪乱が多種共存に対して負の影響をもたらしうる

哺乳類種としてシカが挙げられた。そこで、青森県西部および山形県を対象に、シカの越冬
場が形成されやすい地域における管理捕獲コストを明らかにするために、(a)2020 年から
2050 年にかけての存続集落（＝65 歳以上が人口比の半分以下。ただし、構成員が 10 名以
下の集落を除く）の分布、(b)公道及び各種林道の路網密度から算出された森林へのアクセ
スしにくさ（コスト値）、の２つから空間統計学的な解析を行った。その結果、白神山地西
部、朝日山系北部、奥羽山系一帯において、管理捕獲コストが年々上昇し、現状シナリオで
は管理が困難になりやすいことが示唆された。 
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